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修徳女性会主催のクリスマス会が12月1日 (土)に120名の出席

のもと､中村秀子副会長の司会で厳かにかつ華やかに開催されま

した｡中村順恵会長の挨拶に続 き､榎田佳正連合会会長､高齢者

福祉施設修徳の谷口三夫施設長に御挨拶をいただきました｡自治

連合会副会長福井謙≡様､音響操作に顧問の小西宏之様､女性会

ご来賓 として平井久子様､中村絢子様にお越 しいただきました｡

平井久子様の乾杯でたのしいお食事が始まりました｡お寿司と会

長手づ くりの酢 レンコンとアサリのお吸い物 と､クリスマス会 と

言う事でケーキもありテーブルの上はとっても賑やかです｡お吸

い物のおかわりの声 もあ り､楽 しく美味 しく会話の花 も咲きまし

た｡

そろそろゲームの時間です｡初めに ｢たのしいシールさが し｣

です｡ しお りの中の当たりのシールを探 し見つけ出すゲームで､

今年はオリンピックの年にちなんで､シールも日の丸やTシャツ

等があり､当たりには奇麗な鉢植えが48個 も用意されました｡次

は声楽家の豊田弥生先生のミニコンサー トです｡すてきな声を聞

かせていただき､また会場全員でなつかしい歌を合唱し､アンコ

ールでは特別にアカペラで歌っていただき､美 しい声に酔いしれ

ました｡次はナゾかけ遊びです｡｢待ち人来たらず 首を長 くす

る｣という問題に答は-びさんのイラス トがかわいく書いてあ り

ますと言う様にナゾ掛けの言葉 と答のイラス トを当てるゲームで

す｡問題が読まれるたびに皆様大盛 り上が りで､正解が出るたび

歓声があがっていました｡

楽 しいひと時 も終わ りに近づ き､女性会からのプレゼン トの

りんごをお土産 にお渡 しし

て ｢今 日の日はさよなら｣を

豊田弥生先生のリー ドで合唱｡

福井謙三様に寸評をいただき､

楽 しい余韻を残 し､上田良子

副会長の閉会の挨拶でお開き

になりました｡

来年 も多 くの方にた くさん

参加 していただけることを心

から願ってお ります｡
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思
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す
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回
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に
は
し
ば
ら
く
釘
づ
け
に
な

り
ま
し
た
｡
磨
き
ぬ
か
れ
た

い
よ
い
よ
ホ
テ
ル
ユ
キ
シ
ヴ

八
瀬
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下
｡
そ
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を
幾
何
学

的
に
仕
切
っ
た
庭
園
ま
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バ

ス
停
ひ
と
つ
分
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ど
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い
て
､

や
っ
と
目
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に
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叡
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を
見

上
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な
が
ら
の
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合
写
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で

す
｡
旧
遊
園
地
跡
い
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に
建
て
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も
の
な
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で
広
大 で

す
｡さ

て
お
目
当
て
の
ご
馳
走

は
今
ま
で
の
修
和
会
の
旅
行

と
い
え
ば
和
食
が
主
で
し
た

が
'
今
回
は
ガ
ラ
リ
趣
向
を

変
え
て
な
ん
と
イ
タ
リ
ア
料

理
-
｡
こ
こ
に
メ
ニ
ュ
ー
を

書
き
上
げ
ま
す
｡

･
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ィ
マ
イ
ヤ
ー
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と
サ
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シ
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ャ
の
サ
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ダ
仕
立
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･
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護
院
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ペ
ッ
タ
相

子
風
味

カ
プ
チ
ー
ノ
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立
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･
ズ
ワ
イ
ガ
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九
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ネ
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の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ニ
ア
マ

ト
リ
チ
ャ
ー
ナ
風
味

･
子
牛
ロ
ー
ス
肉
の
ロ
ー
ス

ト
と
旬
の
野
菜
の
グ
リ

ル
マ
ン
ゴ
ー
ヴ
ィ
ネ
ガ

ー
風
味

･
パ
テ
ィ
シ
エ
オ
リ
ジ
ナ
ル

ド
ル
チ
ェ

コ
ー
ヒ
ー

と
に
か
く
お
腹
い
っ
ぱ
い

に
食
べ
て
幸
せ
い
っ
ぱ
い
-

ア
ル
コ
ー
ル
の
加
減
も
あ

っ
て
､
も
み
じ
に
劣
ら
ぬ
頬

を
､
′晩
秋
の
風
に
快
く
冷
や

し
な
が
ら
帰
り
の
バ
ス
に
揺

ら
れ
ま
し
た
｡
お
世
話
下
さ

い
ま
し
た
み
な
さ
ま
､
ご
出

席
の
み
な
さ
ま
､
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡
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町名をつけた人たちのすごさ

幹 事 小 西 宏 之 (布屋町)

修徳地名研究会 は､御供石 町の京者β地名研究会長の吉 田金彦先生 を
主宰 に､毎月第 3月曜 日に開催 しています｡下京 区の町だけをみて も
応仁の舌L頃か ら江戸時代 にかけて､町名 をつけた町民の歴史や文イヒに
ついての知識 にびっ くりします｡

◆人物 とその行動か ら名付ける◆
平安末期 の関白藤原兼実力音､法然上人 を信仰の師 として仰 ぎ､現荏
の大泉寺か ら光画寺 にかけての花 園別邸で､庭園の池 に写 る月を愛で
た伝承.を知 っていて､月見町 と名付 けました｡ ま六二､この兼実 と源頼
朝 を結 び付 けた文覚上人が後 白河法皇のラ去住寺殿 で､高雄の神護寺再
興の寄進 を強要 し､聞 き入れ られ′なかったため暴 れ､牢 に入れ られ ま
した,その牢のあっ六二町を文覚町 (東 中筋七条上ル) と名付 けていま
すOその周辺 に高コ堆町､紅葉町があ ります｡ さらに文覚が源頼政親子
の領地伊豆 に流 され頼朝 との関係がで き､兼実 を関白に します｡大河
ドラマ ｢平清盛｣では全 く抜 けて しまってい ました｡
空也上人は平将門の首 を供養す るため ｢空也供養道場｣ を､四条西
洞院東大ル下ル (新釜座町) に開 きます｡空也が市 中に念仏 を
時期 に､高野聖 も念イムを勧 めて まわったので､町民たちは区別
で､｢空也｣ を漠読みで ｢こうや｣ と読 んで ｢空也供養道場｣
うや くようどうじょう｣ とし ｢膏薬道場｣ と俗称 し､町になる

広
L
を
前

その道 を ｢膏薬辻子｣ と呼-んでいました｡高野聖の弘法大師のお

た
い
こ
は
が

め
な
｢
に
堂

あった町は､高野堂町 (醒 ヶ井四条下ル) と名付 けました｡
◆物語の萱場人物の名を付 ける◆

源氏物語の夕顔の巻のモデルは､室町､西洞院､五条､万寿寺 にか
こまれた大邸宅千種殿 の主､村上天皇の皇子具平親王 とその雑仕女大
顔の恋です｡その大顔 の宝薩印塔がある町を､夕顔が有名であるので､
｢夕顔の墳｣ とし､夕顔町 (堺 町桧原上ル) と名付 けました｡
紙数 に限 りがあ りますので､下京 区500町のすべ てをまとめてお知 ら
せす ることはで きませ んが主な もの をざっと例示 します｡

◆寺社の名前を付 けたもの◆
平重盛の疫病退散の阿弥陀如来のある永養寺町 (高辻西洞院西入ル､
現在地は寺町)､金仏町(油小路万寿寺～六条､延寿寺 の金仏､現在地
河原町正面上ル)､それぞれが和歌の神 で玉津島町､俊成町､住吉町
(醒 ヶ井高辻下 ル)､天使突抜1-4丁 目(五条天使社 の旧境 内の東 中
筋 を貫 く､桧原～六条)､あち らこち らに蛭子･社 の存在で蛭子町､稲
荷社があれば稲荷町､旧本圃寺境 内 (堀川五条西一帯) に柿本人麻 呂
の社があ り柿本町な どがあ ります｡

◆行商や遠隔地商業の市や商店を由来 とするもの◆
伊勢 との水銀の交易で水∃駅屋町 (江戸時代 は水銀 はお しろいの原料､
烏丸四条下ル)､近江 国 (滋賀県)か らの行商の市が立 った町で､米
原か ら朝妻町 (間之町五条上ル)､堅田町 (万寿寺富小路西入ル)､安
土町(御幸 町五条上ル)､大津 町 (京都 町奉行が近江米 を支配 していた
ので､その役人の町､間之町五条下ル)な どがあ ります｡その他､商
店や酒蔵 などの屋号が付 いた もの も多 くあ ります｡毒建屋町 (酒醸造元)､
塗師屋町 (漆器店)な どです｡

◆高渡川､堀川の材木の交易 と仏僧日量立◆
堀川 と高瀬川には材木の集積場があ り､それを拠点に材木店のある
町が材木町です｡七条東洞院東入 ルの材木町は､ とくに､慶派の仏師
の祖定朝の土地 を金光寺 に寄進 し､時宗の寺のイム像 を手掛 けま した0
仏像 を木割法で五つの部分 に分書りして造 る工房 と､材木 との結 び■っ き
がみ られます｡

∴

霊

真(敬
称
略
)

転

入

よ
ろ
し
く

平
成
24

年
9
月
4
日

有
限

会
社
美
和

(元
両
替
)

平
成
24
年
11
月
19
日

京
都
い
つ
和

(高
砂
)

.:.,);i,YA

i
･h

J,)

朝
8
時
半
よ
り
分
団
員
の

家
族
の
応
援
に
よ
り
餅
米
の

蒸
し
と
豚
汁
の
下
ご
し
ら
え

が
始
ま
り
､
9
時
半
よ
り
餅

つ
き
の
開
始
｡
三
年
目
と
言

う
こ
と
で
慣
れ
た
手
つ
き
で

上
々
の
滑
り
出
し
で
つ
き
上

が
っ
た
餅
は
次
々
に
丸
め
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
｡
十

一
時

よ
り

｢せ
ん
だ
ん
ホ
ー
ル
｣

で
前
中
下
京
消
防
団
長
､
森

田
副
団
長
､
佐
竹
下
京
消
防

署
長
､
模
田
修
徳
連
合
会
会

長
を
迎
え
て
手
帳
点
検
の
査

閲
を
受
け
､
講
評
を
頂
き
ま

し
た
｡
現
在
は
23
名
の
団
員

修
徳
消
防
分
団
長

で
活
動
し
て
い
ま
す
が
当
日

は
19
名
で
点
検
を
行
い
ま
し

た
｡
新
入
団
員
の
3
人
は
ほ

と
ん
ど
練
習
が
出
来
て
い
な

か
っ
た
の
で
､
か
な
り
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
､
修
徳
分

団
の
伝
統
の
重
み
と
い
う
の
か
､

他
の
団
員
の
動
き
に
つ
ら
れ

て
キ
ビ
キ
ビ
と
出
来
た
の
は
､

我
な
が
ら
寒
心
い
た
し
ま
し
た
｡

ま
た
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
､

多
数

(約
知
名
)
の
学
区
民

の
皆
さ
ん
が
応
援
に
来
て
頂

い
た
こ
と
が
何
よ
り
の
励
み

に
な
り
ま
し
た
｡

点
検
終

了
後
､
雨
で
公
園

が
使
用
不
能
の
為

｢児

童
館
｣
を
お
借
り
し
て
'

豚
汁
と
お
酒
が
振
る
舞

わ
れ
､
つ
き
上
げ
た
餅

は
き
な
粉
と
お
ろ
し
ポ

ン
酢
で
食
し
て
頂
き
ま

し
た
｡
私
な
り
に
今
回

の
行
事
が
成
功
で
き
ま

し
た
こ
と
は
榎
田
会
長

の
ご
理
解
と
'
各
種
団

体
長
の
ご
支
援
の
賜
物

と
心
よ
り
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
｡
こ
れ
か

ら
も
分
団
長

一
丸
と
な

っ
て
修
徳
学
区
の
防
火

防
災

･
安
心
安
全
の
為
､

曾
彰
?

2....,......

平
成
24
年
11
月
21
日

京
都
府
交
通
対
策
協
議
会

交
通
安
全
功
労
等
表
彰

渡
辺

栄
蔵

(亀
屋
)

-

◆
-

平
成
24
年
11
月
26
日

日
本
赤
十
字
支
部
長
表
彰

中
村

哲
也

(小
田
原
)

社
会
福
祉
協
議
会
功
労
賞

松
井

孝

(大
堀
)

平
成
25年
1
月
8
日

社
会
福
祉
事
業

特
別
功
労
者
表
彰

民
生
児
童
委
員

中
村

秀
子

(大
江
)

I

+
I

平
成
25
年
1
月

29日

消
防
団
京
都

市長

優
良
功
績
表
彰

内
藤

栄
紀

(材
木
)

消
防
団
20
年
勤
続
表
彰

森

修
司

(御
供
石
)

消
防
団
20
年
勤
続
表
彰

中
村

哲
也

(小
田
原
)

転

出

お
元
気
で

平
成
24

年
u
月
2
日

日
進

商
事

石
川
欽

一
郎

(高
砂
)

計

報

的
接

す

平
成
24
年
12
月
20
日

森
田
は
ま
子

(弁
財
天
)

享
年
96
歳

平
成
25
年
2
月
10
日

高
橋

寿
ゑ

(玉
屋
)

享
年
96
歳
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戚
め

て
と
.
患

㈲
㊥

中

村

正

和

修
徳
消
防
分
団
出
初
式
と
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
｡

朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
1
月
14
日

(祝
)
に
連
合
会
主
催
で

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
皆

様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
｡最
後
に
な
り
ま
し
た
が
'

団
員
の
ご
家
族
の
ご
理
解
と

ご
協
力
あ
っ
て
の
消
防
団
活

動
で
す
｡
本
当
に
当
日
の
お

手
伝
い
御
苦
労
様
で
し
た
｡

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
｡

ま
た
谷
口
施
設
長
に
は
臼

と
き
ね
､
木
戸
児
童
館
長
に

は
場
所
の
提
供
を
し
て
頂
き

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
｡

し
た
｡
石
の
上
に
も
三
年
と

申
し
ま
す
が
､
今
年
で

九
三
年
が
過
ぎ
､
皆
さ

ん
の
作
品
を
掛
け
軸
に

表
装
し
発
表
し
ま
し
た
｡

｢
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
が
出
て
い
る
が

大
変
上
達
さ
れ
ま
し

た
｣
と
先
生
の
ご
批
評

を
頂
き
ま
し
た
｡

f?
社会福祉法人京都福祉サービス協会

高齢者福祉施設 修徳
京都市下京区新町通松原下る富永町110-1

◆特別養護老人ホーム℡351-2181
◆ショー トス テイ℡351-2181
◆デイサービスセンター℡351-2191
◆在宅介護支援センター℡351-2152
◆地域包括支援センター℡351-2153
◆児 童 館 ℡353-6399

享

表
E
.i
.<[_

世
話
人

川

上

息

十

一
月
二
十
三
日
修
徳
書

道
教
室
の
発
表
会
を
行
い
ま

そ
し
て
お
菓
子
と
コ
ー
ヒ

ー
で
和
気
あ
い
あ
い
に
語
ら

い
､
楽
し
い
反
省
会
と
な
り

来
年
も
元
気
で
書
道
教
室
が

続
き
ま
す
よ
う
に
と
散
会
し

ま
し
た
｡
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